
本
連
合
会
は
三
月
十
三
日
、
第

百
六
十
六
回
理
事
会
・
第
百
三
十

九
回
評
議
員
会
合
同
会
議
を
東
京

・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
開
催
し

た
。
こ
の
日
の
議
案
は
、
①
平
成

二
十
三
年
度
事
業
中
間
報
告
案
、

②
平
成
二
十
三
年
度
中
間
決
算
案

・
同
監
査
報
告
、
③
平
成
二
十
三

年
度
補
正
収
支
予
算
案
、
④
平
成

二
十
四
年
度
事
業
計
画
案
、
⑤
平

成
二
十
四
年
度
収
支
予
算
案
。
そ

の
ほ
か
部
会
（
委
員
会
）
報
告
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

会
議
は
、
吉
田
晋
会
長
と
川
島

英
和
評
議
員
が
議
長
を
務
め
進
め

ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
平
成
二
十
三

年
度
事
業
中
間
報
告
案

に
関
し
て
は
、
堀
井
基

章
副
会
長
が
平
成
二
十

四
年
度
私
学
関
係
政
府

予
算
対
策
、
税
制
改
正

や
教
育
改
革
へ
の
対

応
、
文
部
科
学
記
者
会

と
の
懇
談
会
開
催
、
私

学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

を
通
じ
た
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
私
学
関

係
者
へ
の
支
援
な
ど
の
事
業
を
報

告
、
例
年
と
異
な
る
状
況
の
中
で

一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
な
ど
を
報
告
。
ま
た
平

成
二
十
三
年
度
中
間
決
算
案
に
関

し
て
は
、
福
島
康
志
事
務
局
長
が

概
要
を
簡
潔
に
説
明
、
続
い
て
髙

木
茂
監
事
が
監
査
報
告
を
行
っ
た

が
、
そ
の
中
で
東
日
本
大
震
災
で

は
二
億
円
を
超
え
る
義
援
金
を
被

災
者
に
贈
っ
た
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
基
金
に
加
盟
し
て
い
る
私
立
中

学
高
校
が
ま
だ
少
な
い
と
し
て
、

積
極
的
に
参
加
を
促
し
て
い
く
必

要
性
を
指
摘
し
た
。
両
議
案
と
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
今
後
見
込
ま
れ
る
私
立
中
学

高
校
の
生
徒
数
の
減
少
に
備
え
て

積
み
立
て
を
行
っ
て
い
く
な
ど
の

平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
案
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
案

に
関
し
て
は
福
島
事
務
局
長
が
来

年
度
の
事
業
の
要
点
等
を
説
明
し

た
。
そ
の
中
で
は
、
国
の
責
務
で

あ
る
国
庫
補
助
金
の
拡
充
、
私
立

学
校
施
設
の
耐
震
化
を
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
こ
と
、
税
制
改
正

で
は
保
護
者
の
教
育
費
減
税
実

現
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
に
私
立
学

校
と
し
て
の
主
張
を
今
ま
で
以
上

に
理
解
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
こ
と
、
私
学
振
興
活

動
を
進
め
る
上
で
私
学
関
係
者
が

参
考
と
な
る
分
か
り
や
す
い
資
料

を
作
成
す
る
た
め
、
実
施
主
体
と

な
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

な
ど
を
説
明
、
理
事
か
ら
は
各
都

道
県
で
も
知
事
に
対
し
て
継
続
的

に
私
学
振
興
の
重
要
性
を
訴
え
て

い
く
こ
と
で
知
事
の
理
解
が
深
ま

っ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
後
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計

画
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
収
支
予
算
案

に
関
し
て
は
、
会
費
収
入
に
つ
い

て
前
年
度
と
同
数
の
学
校
数
、
生

徒
数
で
積
算
し
同
額
を
計
上
し
た

こ
と
、
支
出
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同

額
の
規
模
と
し
た
こ
と
な
ど
を
説

明
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

部
会
（
委
員
会
）
報
告
で
は
、

私
学
振
興
部
会
か
ら
各
都
道
府
県

の
平
成
二
十
四
年
度
私
学
関
係
当

初
予
算
の
状
況
等
が
、
教
育
制
度

委
員
会
か
ら
は
三
月
二
十
六
日
の

中
央
教
育
審
議
会
教
育
振
興
基
本

計
画
部
会
で
発
表
す
る
意
見
の
概

要
等
が
、
生
徒
収
容
委
員
会
か
ら

は
、
確
定
版
と
し
て
ま
と
ま
っ
た

「
公
私
立
高
等
学
校
協
議
会
に
関

す
る
諸
問
題
の
調
査
報
告
」
の
概

要
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
総
務
広
報
委
員
会
か
ら

は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
私
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
を
本
連
合
会

の
組
織
の
一
部
と
し
て
明
確
化
す

る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
基
金
運
営

規
則
案
が
提
案
さ
れ
、
了
承
さ
れ

た
。
こ
の
ほ
か
日
本
私
学
教
育
研

究
所
の
研
修
予
定
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。

国庫補助の拡充、保護者の教育費減税要望

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主主なな内内容容
常
任
理
事
会
を
開
催
…
…
…
…
…
…
…
２
面

本
連
合
会
の
２４
年
度
事
業
計
画
…
４
・
５
面

各
都
道
府
県
経
常
費
補
助
単
価
…
…
…
６
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私私立立
学学校校施施設設のの耐耐震震化化はは国国のの責責務務

本連合会

平
成
２４
年
度
事
業
計
画
等
を
決
定

理
事
会
・
評
議
員
会
合
同
会
議

開
催
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会議の冒頭、あいさつする吉田会長
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本
連
合
会
は
三
月
十
三
日
、
東

京
・
市
ケ
谷
の
私
学
会
館
で
第
十

七
回
常
任
理
事
会
を
開
い
た
。

こ
の
日
の
議
題
は
、
①
平
成
二

十
三
年
度
事
業
中
間
報
告
案
、
②

第
百
六
十
六
回
理
事
会
・
第
百
三

十
九
回
評
議
員
会
合
同
会
議
の
運

営
、
③
部
会
（
委
員
会
）報
告
等
。

初
め
に
あ
い
さ
つ
し
た
吉
田
晋

会
長
は
、「
現
在
の
不
安
定
な
政

治
情
勢
の
中
で
教
育
の
振
興
が
置

き
去
り
に
さ
れ
な
い
よ
う
、
私
学

の
全
体
と
し
て
訴
え
て
い
く
べ
き

で
あ
り
、
都
道
府
県
の
私
学
助
成

を
確
保
し
、
そ
の
支
援
と
し
て
の

国
庫
補
助
の
充
実
を
目
指
す
体
制

づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
い
し
た
い
」

と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
報
告
・
協

議
で
は
、
常
任
理
事
会
終
了
後
に

開
催
す
る
合
同
会
議
と
重
複
す
る

議
題
に
つ
い
て
は
、
合
同
会
議
に

報
告
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
吉
田
会
長
か
ら
三
月
二
十

六
日
の
中
央
教
育
審
議
会
教
育
振

興
基
本
計
画
部
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
は
實
吉
幹
夫
教
育
制
度
委
員
長

に
出
席
し
て
も
ら
い
、
本
連
合
会

の
意
見
を
述
べ
る
予
定
に
あ
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
實
吉
委
員
長
が
中
教
審
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
発
表
す
る
予
定
の
意

見
案
を
説
明
、
特
に
第
二
期
の
教

育
振
興
基
本
計
画
に
は
数
値
目
標

を
盛
り
込
む
べ
き
で
あ
り
、
工
程

表
の
提
示
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
意
見
と
し
て
表
明
し
た
い
と

し
、
常
任
理
事
の
意
見
を
伺
い
た

い
と
呼
び
か
け
た
。
そ
の
場
で
常

任
理
事
か
ら
の
意
見
が
な
か
っ
た

た
め
、
吉
田
会
長
は
三
月
二
十
日

ま
で
に
ご
意
見
、
ご
質
問
は
本
連

合
会
の
事
務
局
に
寄
せ
て
ほ
し

い
、
と
語
っ
た
。
最
後
に
、
福
島

康
志
事
務
局
長
か
ら
、
四
月
以
降

の
常
任
理
事
会
や
五
月
の
理
事

会
、
評
議
員
会
の
開
催
予
定
が
報

告
さ
れ
、
常
任
理
事
会
が
終
了
し

た
。

本
連
合
会
は
四
月
十
七
日
、
東

京
・
市
ケ
谷
の
私
学
会
館
で
第
十

八
回
常
任
理
事
会
を
開
催
し
た
。

平
成
二
十
二
・
二
十
三
年
度
任
期

の
最
終
と
な
る
常
任
理
事
会
で
、

私
立
中
学
・
高
校
を
取
り
巻
く
最

新
の
情
勢
等
が
福
島
康
志
事
務
局

長
か
ら
報
告
さ
れ
、
協
議
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
中
で
は
、
初
め
に「
平

成
二
十
四
年
度
私
立
高
等
学
校
等

経
常
費
助
成
費
補
助
金
（
一
般
補

助
）
の
都
道
府
県
生
徒
等
一
人
当

た
り
単
価
一
覧
」
の
最
新
版
（
三

月
二
十
八
日
現
在
）
が
ま
と
ま
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
（
６
面
に

概
要
掲
載
）。各
都
道
府
県
の
平
成

二
十
四
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る

私
立
高
校
等
経
常
費
補
助
単
価
に

つ
い
て
は
、
三
月
の
理
事
会
・
評

議
員
会
合
同
会
議
で
す
で
に
三
月

十
三
日
現
在
で
の
概
況
が
報
告
さ

れ
て
い
た
。
続
い
て
、
日
本
高
等

学
校
野
球
連
盟
の
「
高
校
野
球
特

待
生
制
度
」
に
関
し
て
、
本
連
合

会
が
、
高
校
の
授
業
料
無
償
化
に

よ
り
公
立
高
校
の
野
球
部
生
も
新

た
な
特
待
生
と
規
定
す
べ
き
で
は

な
い
か
、
な
ど
の
点
を
同
連
盟
に

照
会
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
三
月

十
二
日
付
で
「
新
た
な
特
待
生
の

認
定
に
は
至
ら
な
い
」
と
の
回
答

が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
構
造
改
革
特
区
に
お
け

る
株
式
会
社
立
学
校
の
取
り
扱
い

の
最
新
情
勢
も
報
告
さ
れ
、
株
式

会
社
立
の
広
域
通
信
制
高
校
に
関

し
て
は
様
々
な
問
題
点
が
文
部
科

学
省
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
、
そ
の
特
例
措
置
の
評
価
が

目
下
、
行
わ
れ
て
お
り
、
六
月
に

も
結
論
が
出
る
見
通
し
に
あ
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
同
特
例

措
置
を
廃
止
し
、
株
式
会
社
立
学

校
の
学
校
法
人
化
を
促
す
べ
き
だ

と
の
見
直
し
案
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
る
が
、
本
連
合
会
で
は
安
易

な
形
で
の
学
校
法
人
化
を
疑
問
視

し
て
お
り
、
具
体
化
の
動
き
が
出

れ
ば
、
本
連
合
会
の
意
向
を
改
め

て
文
書
で
関
係
機
関
に
申
し
入
れ

る
方
針
が
説
明
さ
れ
た
。

さ
ら
に
本
連
合
会
の
實
吉
幹
夫

常
任
理
事
が
、
三
月
二
十
六
日
の

中
央
教
育
審
議
会
教
育
振
興
基
本

計
画
部
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
本

連
合
会
と
し
て
の
意
見
を
述
べ
た

こ
と
、
そ
の
中
で
次
期
教
育
振
興

基
本
計
画
に
掲
げ
る
政
策
の
実
効

性
を
担
保
す
る
た
め
、
具
体
的
な

数
値
目
標
を
記
載
す
る
よ
う
要
望

し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

こ
の
ほ
か
日
本
私
学
教
育
研
究

所
の
中
川
武
夫
所
長
か
ら
、
六
月

七
・
八
の
両
日
、
茨
城
県
水
戸
市

で
私
学
経
営
研
修
会
を
開
催
す
る

こ
と
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
茨
城
県
で
開
催
す
る
こ
と
は
復

興
支
援
の
意
味
も
あ
る
と
し
て
、

常
任
理
事
の
研
修
会
参
加
を
要
請

し
た
。
会
議
終
了
後
、
平
成
二
十

二
・
二
十
三
年
度
任
期
で
最
終
の

常
任
理
事
会
の
た
め
、
懇
親
会
が

開
か
れ
、
今
期
を
最
後
に
、
本
連

合
会
役
員
を
退
く
先
生
方
が
、
二

年
間
の
思
い
出
な
ど
を
語
っ
た
。

第 １７ 回
常任理事会

中
教
審
教
育
振
興

基
本
計
画

部
会
へ
の

意
見
説
明

今
後
の
会
議
予
定
報
告
も

第 １８ 回
常任理事会

当
面
の
課
題
へ
の

対
応
状
況
報
告

２２
・
２３
年
度
任
期
最
終
の
会
議

常
任
理
事
会
後
の
懇
親
会

第
１７
回
常
任
理
事
会
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本
連
合
会
は
三
月
二
十
六
日
、

文
部
科
学
省
内
で
開
か
れ
た
中
央

教
育
審
議
会
教
育
振
興
基
本
計
画

部
会
の
第
十
五
回
部
会
で
、
同
部

会
が
審
議
中
の
第
二
期
「
教
育
振

興
基
本
計
画
」（
平
成
二
十
五
年

度
�
二
十
九
年
度
）
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
た
。

教
育
制
度
委
員
長
の
實
吉
幹
夫

常
任
理
事
が
部
会
に
出
席
し
、
意

見
を
表
明
し
た
。

こ
の
中
で
實
吉
常
任
理
事
は
、

第
一
期
の
教
育
振
興
基
本
計
画
が

数
値
目
標
を
含
め
て
実
効
性
を
伴

う
も
の
で
な
か
っ
た
、
と
し
た
上

で
、
第
二
期
計
画
に
は
、
掲
げ
た

政
策
の
実
効
性
を
担
保
す
る
数
値

目
標
を
盛
り
込
む
こ
と
、
ま
た
包

括
的
な
工
程
表
を
示
し
、
政
策
目

標
の
進
捗
状
況
を
年
次
ご
と
に
公

表
す
る
な
ど
し
て
行
政
の
説
明
責

任
を
果
た
す
こ
と
、
国
公
私
立
学

校
の
均
衡
あ
る
政
策
を
具
体
的
に

提
示
し
、
国
の
責
任
で
推
進
す
る

こ
と
を
求
め
た
。

私
立
学
校
の
振
興
に
関
し
て

は
、
私
学
助
成
・
税
制
措
置
・
経

営
支
援
等
の
内
容
が
よ
り
具
体
的

に
示
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

こ
の
ほ
か
私
立
高
校
等
に
関
し

て
は
依
然
、
経
済
的
負
担
が
残
る

就
学
支
援
金
制
度
に
つ
い
て
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

な
生
徒
に
対
す
る
支
援
措
置
の
実

質
的
な
実
現
に
向
け
て
の
再
検
討

と
、
さ
ら
に
、
次
代
を
担
う
国
民

の
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
立
場

か
ら
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
促
進

に
向
け
て
具
体
的
措
置
計
画
の
明

示
を
求
め
た
。

こ
の
日
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

は
本
連
合
会
の
ほ
か
、
日
本

私
立
大
学
団
体
連
合
会
・
日

本
私
立
短
期
大
学
協
会
も
出

席
、
従
来
の
国
立
大
学
重
点

主
義
か
ら
脱
却
し
て
私
立
大

学
を
中
心
に
据
え
た
高
等
教

育
政
策
の
策
定
な
ど
を
要

望
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、

地
域
社
会
の
復
興
に
努
力
し

て
い
る
私
立
大
学
等
に
対
す

る
手
厚
い
支
援
、
被
災
学
生
へ
の

経
済
支
援
等
の
重
要
性
な
ど
を
力

説
し
た
。

ま
た
、
全
国
高
等
学
校
長
協
会

は
、
多
様
化
し
た
高
校
の
機
能
分

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
高

校
教
育
の
ミ
ニ
マ
ム
（
基
本
的
な

市
民
性
教
育
）
の
上
に
、
各
学
校

が
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、

「
出
口
」
の
部
分
で
質
の
保
証
を

行
う
こ
と
、
多
様
性
を
前
提
と
し

た
修
得
主
義
へ
の
移
行
の
必
要
性

を
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
社
団
法
人

日
本
経
済
団
体
連
合
会
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
育
成
に
向
け
て
、
大

学
生
の
海
外
留
学
の
奨
励
、
大
学

進
学
者
の
学
力
保
証
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
の
促
進
の
必
要
性
を

強
調
し
た
。

本
連
合
会
は
三
月
六
日
、
東
京

・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
文
部
科

学
記
者
会
加
盟
十
八
社
の
記
者
を

対
象
に
懇
談
会
を
開
い
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
文
部
科
学
記

者
会
に
加
盟
す
る
マ
ス
コ
ミ
各
社

の
記
者
と
直
接
意
見
交
換
の
機
会

を
設
け
、
私
立
学
校
の
主
張
や
活

動
等
に
耳
を
傾
け
て
も
ら
お
う
と

企
画
さ
れ
た
も
の
。

こ
れ
ま
で
論
説
委
員
と
の
懇
談

会
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
現
場
の
記
者
と
の
懇
談
会
は

初
め
て
。

本
連
合
会
か
ら
は
吉
田
晋
会

長
、
副
会
長
、
運
営
役
員
等
が
出

席
し
た
。

初
め
に
吉
田
会
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、
歓
迎
の
意
を
表
し
た

後
、「
私
学
の
実
態
を
理
解
し
て

頂
き
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
一
緒
に
育
て
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

一
方
、
出
席
し
た
記
者
を
代
表

し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
内
直
人
記
者

が
「
文
部
科
学
省
内
に
い
て
私
学

の
意
見
を
聴
く
機
会
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
こ
ち
ら
と
し
て
も
あ
り
が

た
い
。
公
教
育
は
私
学
抜
き
に
は

語
れ
な
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し

た
。こ

の
後
、「
教
育
費
負
担
の
現

状
と
あ
り
方
」
と
「
私
学
の
自
由

と
公
共
性
の
維
持
」
の
テ
ー
マ
に

基
づ
き
、
高
校
無
償
化
や
就
学
支

援
金
制
度
に
対
す
る
私
学
の
考
え

方
や
問
題
点
の
ほ
か
、
私
学
の
自

主
性
・
独
自
性
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

本本
連連
合合
会会
がが
中中
教教
審審
教教
育育
振振
興興
基基

本本
計計
画画
部部
会会

にに
意意
見見
表表
明明

私
学
振
興
策
、
具
体
的
に

耐
震
化
促
進
へ
措
置
計
画
の
明
示
な
ど
要
望

文文
部部
科科
学学
記記
者者
会会
とと
のの
懇懇
談談
会会
開開
催催

現
場
の
記
者
と
意
見
交
換

公
私
間
格
差
や
私
学
の
自
主
性
な

ど

テ
ー
マ
に

教育振興基本計画部会

３月６日の記者との懇談会
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私
立
学
校
を
取
り
巻
く
情
勢
が

激
変
す
る
中
で
、
私
立
中
学
校
、

高
等
学
校
お
よ
び
中
等
教
育
学
校

教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、
加
盟

団
体
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の
緊

密
な
連
絡
提
携
の
も
と
に
、
会
則

に
定
め
る
「
目
的
お
よ
び
事
業
」

に
基
づ
き
、
次
の
主
要
事
業
を
行

う
。

��
私私
立立
学学
校校
教教
育育
のの
振振
興興
充充

実実
にに
関関
すす
るる
事事
業業

１
�
私
立
学
校
関
係
国
庫
補
助

金
に
関
す
る
対
策

①
私
学
助
成
を
め
ぐ
る
状
況
に

対
応
し
、
現
行
の
国
庫
補
助
制
度

の
堅
持
、
拡
充
を
図
る
。

②
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
補
助
金
は
、
構
成
要
素
で
あ

る
一
般
補
助
、
特
別
補
助
等
そ
れ

ぞ
れ
の
充
実
を
通
じ
て
総
額
の
拡

充
を
図
る
。

③
耐
震
化
工
事
、
激
甚
災
害
、

老
朽
校
舎
の
改
造
、
改
築
等
に
対

す
る
補
助
金
に
つ
い
て
公
立
学
校

と
同
等
の
水
準
の
確
保
を
図
る
。

④
学
校
の
施
設
・
設
備
等
の
教

育
環
境
の
改
善
充
実
に
対
す
る
補

助
金
の
充
実
を
図
る
。

⑤
私
立
定
時
制
高
等
学
校
生
徒

の
修
学
環
境
の
充
実
に
対
す
る
補

助
金
の
充
実
を
図
る
。

⑥
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
の
出
資
金
お
よ
び
財
政
投

融
資
資
金
な
ら
び
に
長
期
給
付
に

対
す
る
補
助
金
の
維
持
、
充
実
を

図
る
。

⑦
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制

度
の
改
善
充
実
を
図
り
、
私
立
高

等
学
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
に

向
け
て
公
立
高
等
学
校
と
同
等
の

取
扱
い
を
目
指
す
。

⑧
私
立
学
校
の
特
色
あ
る
教
育

研
究
活
動
な
ら
び
に
研
修
事
業
の

充
実
に
資
す
る
た
め
、
一
般
財
団

法
人
日
本
私
学
教
育
研
究
所
補
助

金
の
拡
充
を
図
る
。

⑨
都
道
府
県
に
よ
る
私
立
高
等

学
校
授
業
料
等
軽
減
事
業
に
対
す

る
国
の
財
政
支
援
措
置
の
拡
充
を

図
る
。

⑩
そ
の
他
、
私
立
学
校
教
育
の

振
興
に
必
要
な
補
助
金
の
確
保
を

図
る
。

２
�
私
学
助
成
に
係
る
地
方
交

付
税
に
よ
る
財
源
措
置
に
関
す
る

対
策①

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
に
対
す
る
補
助
財
源
の
増
額
を

図
る
。

②
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
に
対
す
る
補
助
財
源
の
確

保
と
そ
の
増
額
を
図
る
。

③
私
立
学
校
教
職
員
退
職
金
社


団
に
対
す
る
補
助
財
源
の
確
保

と
そ
の
増
額
を
図
る
。

④
私
立
高
等
学
校
生
徒
授
業
料

軽
減
分
に
対
す
る
補
助
財
源
の
確

保
と
そ
の
増
額
を
図
る
。

⑤
そ
の
他
、
私
立
学
校
教
育
の

振
興
に
必
要
な
補
助
財
源
の
確
保

を
図
る
。

３
�
都
道
府
県
の
私
学
助
成
に

関
す
る
対
策

①
都
道
府
県
私
学
助
成
状
況
調

査
を
実
施
し
そ
の
報
告
書
を
作
成

す
る
。

②
私
立
中
学
校
、
高
等
学
校
お

よ
び
中
等
教
育
学
校
に
対
す
る
都

道
府
県
に
よ
る
経
常
費
助
成
の
財

源
の
確
保
を
図
る
。

③
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
に
対
す
る
都
道
府
県
に
よ

る
補
助
財
源
の
確
保
を
支
援
す

る
。④

私
立
学
校
教
職
員
退
職
金
社


団
に
対
す
る
都
道
府
県
に
よ
る

補
助
財
源
の
確
保
を
支
援
す
る
。

⑤
私
立
学
校
振
興
会
に
対
す
る

都
道
府
県
に
よ
る
補
助
財
源
の
確

保
を
支
援
す
る
。

⑥
そ
の
他
、
都
道
府
県
に
よ
る

私
立
学
校
の
振
興
に
必
要
な
補
助

財
源
の
確
保
を
支
援
す
る
。

⑦
地
方
に
お
け
る
私
学
振
興
運

動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

４
�
私
立
学
校
関
係
税
制
に
関

す
る
対
策

①
寄
附
税
制
な
ど
学
校
法
人
に

対
す
る
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
維

持
、
拡
大
を
図
る
。

②
教
育
費
減
税
な
ど
私
立
学
校

生
徒
等
の
保
護
者
に
対
す
る
税
制

の
改
善
を
図
る
。

③
そ
の
他
、
私
立
学
校
関
係
の

税
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
中
・
長

期
的
な
検
討
を
行
う
。

５
�
私
学
助
成
財
源
、
学
校
教

育
に
お
け
る
公
費
支
出
の
あ
り
方

等
に
関
す
る
調
査
研
究
お
よ
び
対

策
①
私
立
学
校
が
直
面
す
る
基
本

的
か
つ
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
テ

ー
マ
別
に
検
討
し
、
そ
の
結
果
を

加
盟
団
体
お
よ
び
所
属
各
学
校
に

提
供
す
る
。

②
国
庫
補
助
金
の
一
括
交
付
金

化
策
等
の
地
域
主
権
の
推
進
に
係

る
諸
施
策
と
現
行
の
「
国
庫
補
助

金
制
度
」「
地
方
交
付
税
制
度
」

と
を
比
較
検
証
し
、
私
学
助
成
財

源
の
あ
り
方
に
つ
い
て
必
要
に
応

じ
調
査
研
究
を
行
い
対
策
を
講
ず

る
。③

都
道
府
県
間
、
公
私
立
学
校

間
、
私
立
学
校
間
で
の
公
費
支
出

の
格
差
是
正
方
策
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
う
。


�
中
学
校
、
高
等
学
校
、中

等
教
育
学
校
教
育
に
関
す
る
調
査

研
究
事
業

１
�
加
盟
団
体
お
よ
び
所
属
各

学
校
に
関
す
る
基
礎
資
料
の
収
集

本
連
合
会
は
三
月
十
三
日
の
第
百
六
十
六
回
理
事
会
・
第
百
三
十
九
回
評
議
員
会
合
同
会
議
で
平
成

二
十
四
年
度
事
業
計
画
を
決
定
し
た
。
事
業
計
画
の
全
文
は
次
の
通
り
。

日
本
私
立
中
学

高
等
学
校
連
合
会

平平
成成
２２４４
年年
度度
事事
業業
計計
画画

現
行
の
国
庫
補
助
の

堅
持
・
拡
充
を
図
る

税
制
上
の
優
遇
措
置

の
維
持
・
拡
大
実
現
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お
よ
び
報
告
書
の
作
成

①
私
立
中
学
高
等
学
校
実
態
調

査
を
実
施
し
そ
の
報
告
書
を
作
成

す
る
。

②
全
国
私
立
中
学
高
等
学
校
名

簿
を
作
成
す
る
。

③
調
査
研
究
資
料
の
収
集
を
行

う
。④

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
調

査
を
行
う
。

２
�
私
立
学
校
に
関
す
る
法

令
、
制
度
等
に
関
す
る
調
査
研
究

お
よ
び
対
策

①
私
立
学
校
法
、
私
立
学
校
振

興
助
成
法
等
私
立
学
校
に
関
す
る

法
令
、
条
例
、
制
度
等
の
検
討
を

行
い
、
関
連
す
る
各
種
法
令
、
制

度
等
の
見
直
し
に
対
し
必
要
に
応

じ
て
対
策
を
講
ず
る
。

②
私
立
学
校
の
教
育
課
程
に
関

す
る
調
査
研
究
を
行
う
。

③
私
立
学
校
に
関
係
す
る
「
教

育
改
革
」「
規
制
改
革
」
等
諸
改

革
に
対
し
必
要
に
応
じ
て
対
策
を

講
ず
る
。

④
そ
の
他
、
私
立
学
校
の
教
育

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
当
面
す
る

諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

３
�
生
徒
収
容
に
関
す
る
調
査

研
究
お
よ
び
対
策

①
都
道
府
県
に
お
け
る
生
徒
収

容
と
公
私
立
高
等
学
校
協
議
会
の

実
態
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
そ

の
報
告
書
を
作
成
す
る
。

②
生
徒
収
容
に
関
す
る
当
面
す

る
課
題
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て

調
査
研
究
を
行
い
そ
の
報
告
書
を

作
成
す
る
。

③
生
徒
収
容
に
関
す
る
全
国
会

議
を
開
催
し
情
報
交
換
を
行
う
。

４
�
私
立
中
学
校
教
育
に
関
す

る
調
査
研
究
お
よ
び
対
策

①
国
公
私
立
を
含
め
た
義
務
教

育
に
対
す
る
公
費
支
出
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

②
私
立
中
高
一
貫
教
育
に
つ
い

て
実
態
を
把
握
し
、
教
育
課
程
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。③

私
立
学
校
の
立
場
か
ら
小
、

中
学
校
の
接
続
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
。

④
国
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
の

設
置
拡
大
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。⑤

私
立
中
高
一
貫
教
育
に
関
係

す
る
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
意

見
表
明
等
の
対
策
を
講
ず
る
。

⑥
義
務
教
育
無
償
の
原
則
（
憲

法
第
２６
条
第
２
項
）
の
趣
旨
に
沿

っ
た
措
置
が
私
立
小
、
中
学
校
に

対
し
て
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
必

要
に
応
じ
て
意
見
表
明
等
の
対
策

を
講
ず
る
。

５
�
国
際
交
流
に
関
す
る
調
査

研
究
お
よ
び
対
策

①
日
本
教
育
連
盟
と
の
連
携
と

そ
の
主
催
事
業
で
あ
る
日
韓
教
育

文
化
交
流
事
業
へ
の
参
加
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

②
教
育
の
国
際
交
流
に
関
す
る

情
報
、
資
料
の
収
集
と
整
備
を
行

う
。③

帰
国
生
徒
教
育
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
の
検
討
を
行
う
。

６
�
そ
の
他
、
緊
急
に
対
応
す

べ
き
事
項
に
関
す
る
調
査
研
究
お

よ
び
対
策


��
広広
報報
事事
業業

①
機
関
紙
「
私
学
時
報
」
を
原

則
年
６
回
発
行
す
る
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
を
行

う
。③

マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報
発
信
の

あ
り
方
や
対
応
策
を
含
め
た
広
報

活
動
全
般
を
精
査
し
、
情
報
交
換

会
の
開
催
等
の
効
果
的
な
広
報
活

動
を
行
う
。


��
そそ
のの
他他
のの
事事
業業

①
加
盟
団
体
に
所
属
す
る
各
学

校
の
優
秀
卒
業
生
に
対
し
会
長
名

に
よ
る
表
彰
状
の
贈
呈
を
行
う
。

②
本
連
合
会
が
団
体
契
約
し
て

い
る
私
立
学
校
賠
償
責
任
保
険
、

学
校
法
人
傷
害
保
険
、
私
立
学
校

法
定
外
労
災
保
険
等
の
各
種
保
険

事
業
を
行
う
。

③
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の

運
営
を
行
う
。


��
一一
般般
財財
団団
法法
人人
日日
本本
私私
学学

教教
育育
研研
究究
所所
のの
運運
営営

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
の
運
営
な
ら
び
に
委
託
し

て
い
る
「
学
校
教
育
お
よ
び
私
学

経
営
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
」

お
よ
び
「
教
職
員
の
研
修
事
業
」

に
対
し
て
必
要
に
応
じ
て
提
言
、

支
援
を
行
い
、
事
業
の
活
性
化
、

適
正
化
を
図
る
。


��
関関
係係
諸諸
団団
体体
とと
のの
連連
絡絡
提提

携携
全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合

会
、
全
国
私
学
退
職
金
団
体
連
合

会
、
全
国
私
立
工
業
高
等
学
校
長

会
、
全
国
私
立
看
護
高
等
学
校
協

会
、
全
国
私
立
高
等
学
校
定
時
制

連
絡
協
議
会
、
日
本
私
立
小
学
校

中
学
校
高
等
学
校
保
護
者
会
連
合

会
、
日
本
私
立
小
学
校
連
合
会
、

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
、
私
学
研
修
福
祉
会
、
全
国
私

学
振
興
会
連
合
会
、
全
私
学
連

合
、
日
本
教
育
連
盟
、
そ
の
他
、

教
育
関
係
団
体
と
連
絡
提
携
す

る
。


��
会会
議議
のの
開開
催催

①
理
事
会

原
則
と
し
て
年
２

回
開
催
（
５
月
・
３
月
）

②
評
議
員
会

原
則
と
し
て
年

２
回
開
催
（
５
月
・
３
月
）

③
常
任
理
事
会

原
則
と
し
て

年
間
計
画
に
基
づ
い
て
開
催

④
監
事
会

年
２
回
開
催

⑤
正
副
会
長
会

常
設

必
要

に
応
じ
て
開
催

⑥
運
営
役
員
会

常
設

必
要

に
応
じ
て
開
催

⑦
部
会
・
部
会
委
員
会

常
設

必
要
に
応
じ
て
開
催

⑧
特
別
委
員
会

必
要
に
応
じ

て
開
催

⑨
理
事
・
監
事
・
評
議
員
・
事

務
局
長
会
議

必
要
に
応
じ
て
開

催
⑩
都
道
府
県
私
学
協
会
長
会
議

必
要
に
応
じ
て
開
催

⑪
都
道
府
県
私
学
協
会
事
務
局

長
会
議

必
要
に
応
じ
て
開
催

⑫
そ
の
他
の
会
議

必
要
に
応

じ
て
開
催

◇

私
学
が
直
面
す
る
基
本

問
題
を
テ
ー
マ
別に

検
討

広
報
活
動
全
般
を
精
査

し
効
果
的
活
動
行
う
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本
連
合
会
は
三
月
二
十
八
日
ま

で
に
、
各
都
道
府
県
の
平
成
二
十

四
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
私
立

高
等
学
校
等
経
常
費
補
助
金
（
一

般
補
助
）
の
生
徒
等
一
人
当
た
り

単
価
を
調
査
し
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
高
等
学

校
（
全
日
制
・
定
時
制
）
の
全
国

単
純
平
均
補
助
単
価
は
前
年
度
を

二
百
八
円
上
回
る
三
十
二
万
七
千

九
十
九
円
だ
っ
た
。

国
の
財
源
措
置
額
三
十
一
万
二

百
五
十
八
円
を
五
・
四
三
％
上
回

っ
て
い
る
も
の
の
、
前
年
度
比
の

伸
び
率
〇
・
〇
六
％
は
国
の
財
源

措
置
の
伸
び
率
〇
・
四
七
％
を
下

回
る
結
果
と
な
っ
た
。
前
年
度
と

比
べ
補
助
単
価
が
増
額
し
た
の
は

三
十
一
都
道
県
、
同
額
が
七
県
、

減
額
が
九
府
県
だ
っ
た
。

中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
は
全

国
十
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
生
徒
一
人
当
た
り
の
補
助
単

価
の
単
純
平
均
額
は
三
十
三
万
六

千
八
百
四
十
六
円
で
高
等
学
校
を

約
一
万
円
上
回
っ
た
。
岡
山
県
で

高
等
学
校
の
単
価
を
大
幅
に
上
回

っ
た
の
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
国
の
財
源
措
置
額
は
高
等
学

校
と
同
額
。

中
学
校
の
全
国
単
純
平
均
補
助

単
価
は
二
十
九
万
五
千
五
百
四
十

円
。
前
年
度
比
で
〇
・
四
〇
％
増

額
し
た
も
の
の
、
国
の
財
源
措
置

額
三
十
万
二
千
九
百
三
十
三
円
を

下
回
る
状
況
。
四
十
七
都
道
府
県

中
、
前
年
度
と
比
べ
補
助
単
価
が

増
額
し
た
の
は
三
十
九
都
道
府

県
、
同
額
は
五
県
、減
額
は
三
県
。

中
等
教
育
学
校
前
期
課
程
は
十

三
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

単
純
平
均
補
助
単
価
は
二
十
九
万

六
千
四
百
六
十
五
円
で
前
年
度
比

一
・
九
％
の
増
額
。
中
学
校
の
補

助
単
価
を
僅
か
に
上
回
っ
た
。
中

等
教
育
学
校
後
期
課
程
と
同
様
に

岡
山
県
で
前
期
課
程
の
補
助
単
価

が
大
き
く
伸
び
た
の
が
影
響
し
て

い
る
。
広
域
以
外
の
通
信
制
高
校

の
全
国
単
純
平
均
補
助
額
は
生
徒

一
人
当
た
り
六
万
三
千
百
六
十
九

円
で
前
年
度
比
〇
・
四
四
％
の
増

額
。
国
の
財
源
措
置
額
六
万
五
千

四
百
九
十
五
円
と
比
べ
る
と
三
・

五
五
％
下
回
る
状
況
。

今
後
、
生
徒
数
等
の
確
定
を
受

け
予
算
額
の
補
正
を
行
う
予
定
の

自
治
体
は
八
県
、
未
定
は
十
三
府

県
、
補
正
が
な
い
の
は
二
十
六
都

道
府
県
。

各都道府の経常費

補助単価を調査

高
校
生
徒
一
人

当
た
り

３
２
７
０
９
９
円

前
年

度
比

伸
び
率
は
０
・
０６
％

平成２４年度私立高等学校等経常費助成費補助金（一般補助）の都道府県生徒等１人当たり単価一覧
中高連２０１２／３／２８（単位：円、％）

２４年度
単価補正

なし
なし

９月又は２月
なし
未定
なし
２月
９月

（全日制高校のみ）
未定
なし
なし
未定
なし
未定
なし
なし
なし
６月
なし
なし
なし
なし
なし
未定
なし
未定
なし
未定
未定
なし
未定
２月
なし
なし
未定
なし
あり
なし
未定
なし
なし
なし
２月
未定
９月
なし
未定
�
�

注①平成２４年度単価は当初予算単価（国庫補助金の一般補助対応額）。いずれも予算積算上の単価で、都
道府県私立学校主管課に照会したものである。財源措置額には、私立高等学校生徒授業料軽減費分
〔２４年度単価９，１００円〕を算入せず。
②東京都・長野県・滋賀県・広島県・徳島県の単価（全学校種）、山口県の単価（中学・高校）には「特別補
助」分が含まれる。

中学校
対財源措置
増減率
▲０．０７
０．００
▲０．３７
▲４．０４
０．１２
０．００
０．５８
▲０．４５
０．００

▲１２．７５
０．００

▲１６．１８
０．００

▲３０．０８
１５．８０
０．００
▲３．５０
３８．６２
０．００
０．００
▲１．１１
２．９２
▲２．８９
０．００

▲１１．２０
▲９．４２
▲３２．３６
▲４．３７
▲１９．２９
▲５．０２
２７．６９
▲７．１１
▲１４．８５
０．００

▲１３．８４
▲４．０６
▲９．５４
０．００
０．００
０．００
０．００
０．２７
０．００
０．００
▲０．３８
０．８９
１．２８
▲２．４４
�

対前年度
増減率
０．４８
０．４８
０．８８
０．７８
０．４５
０．４８
１．３０
０．３８
０．４８
０．００
０．４８
０．００
０．４８
０．６３
３．９９
０．４８
０．３８
０．８４
０．４８
０．４８
１．３３
０．４８
０．００
０．４８
０．００
０．８８
０．８３
０．０２
０．２０
０．７９
▲１．５１
０．７７
▲４．６３
０．４８
０．００
０．４８
０．４５
０．４８
０．４８
０．４８
０．４８
０．７５
０．４８
０．４８
０．８８
０．４８
▲１．４４
０．４０
０．４８

２４年度
単価
３０２，７０９
３０２，９３３
３０１，８２３
２９０，７０８
３０３，３０２
３０２，９３３
３０４，７０２
３０１，５５８
３０２，９３３
２６４，３００
３０２，９３３
２５３，９３１
３０２，９３３
２１１，８２２
３５０，７８７
３０２，９３３
２９２，３３３
４１９，９１４
３０２，９３３
３０２，９３３
２９９，５５７
３１１，７８３
２９４，１９０
３０２，９３３
２６９，０００
２７４，４００
２０４，９００
２８９，７０３
２４４，５００
２８７，７３０
３８６，８０２
２８１，３９１
２５７，９６２
３０２，９３３
２６１，０００
２９０，６２４
２７４，０３９
３０２，９３３
３０２，９３３
３０２，９３３
３０２，９３３
３０３，７５９
３０２，９３３
３０２，９３３
３０１，７８８
３０５，６２８
３０６，８１３
２９５，５４０
３０２，９３３

高等学校（全日制・定時制）
対財源措置
増減率
９．８３
１．９７
▲０．３４
０．３６
３．１２
１０．２８
１０．７３
５．１０
６．６３
０．７２
１１．８７
▲１１．６７
４．５１
▲４．６５
２０．０５
９．６０
１１．５６
８．６３
９．１２
０．０６
８．２１
１２．１２
▲２．１７
１．７２
２．５０
８．００

▲１１．９３
９．４０
３．３０
５．７３
４９．１８
▲３．６２
▲４．２１
９．８３
８．７８
５．９６
４．００
０．００
３．８７
８．１１
１０．８９
８．５８
２．０９
３．１５
▲０．３７
３．２３
１．２９
５．４３
�

対前年度
増減率
０．５２
０．００
０．９４
０．３２
▲０．３０
０．００
▲０．１６
▲４．０３
０．１６
０．００
０．２２
１．２３
１．７１
０．７４
０．８９
２．０５
０．３４
▲０．１３
０．００
０．２６
０．４８
０．４８
０．００
０．１１
０．９５
▲０．８３
▲１．６９
０．５３
０．３１
０．０２
０．０４
０．００
▲５．６４
０．４３
０．００
０．４７
０．２４
０．４７
０．４５
０．４４
１．０４
０．８０
０．４０
０．４３
▲０．８７
０．４４
▲１．４５
０．０６
０．４７

２４年度
単価
３４０，７５７
３１６，３８４
３０９，１９１
３１１，３６６
３１９，９４４
３４２，１６５
３４３，５４６
３２６，０８２
３３０，８４３
３１２，５００
３４７，０９８
２７４，０５９
３２４，２５８
２９５，８２２
３７２，４６１
３４０，０２９
３４６，１１４
３３７，０３７
３３８，５６０
３１０，４５４
３３５，７４３
３４７，８５８
３０３，５２０
３１５，５８５
３１８，０００
３３５，０７８
２７３，２４０
３３９，４１７
３２０，５００
３２８，０３０
４６２，８３８
２９９，０３４
２９７，１８５
３４０，７６２
３３７，５００
３２８，７３９
３２２，６６８
３１０，２５８
３２２，２５８
３３５，４２８
３４４，０３３
３３６，８７８
３１６，７４２
３２０，０２４
３０９，１１４
３２０，２７４
３１４，２６０
３２７，０９９
３１０，２５８

区分

北 海 道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
新 潟
茨 城
栃 木
群 馬
埼 玉
千 葉
神 奈 川
東 京
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野
岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和 歌 山
鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡
佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿 児 島
沖 縄
単純平均
財源措置

（６）平成２４年４月３０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１２１３号



中
央
教
育
審
議
会
の
「
教
員
の

資
質
能
力
向
上
特
別
部
会
」
の
第

十
一
回
会
合
が
四
月
十
八
日
、
都

内
で
開
か
れ
た
。
こ
の
日
の
部
会

で
は
、
昨
年
七
月
以
降
、
同
特
別

部
会
の
下
で
教
員
養
成
改
革
の
方

向
性
等
を
検
討
し
て
き
た
基
本
制

度
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
横
須

賀
薫
座
長
か
ら
検
討
結
果
が
報
告

さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。
同
Ｗ

Ｇ
が
ま
と
め
た
の
は
「
教
職
生
活

全
体
を
通
じ
た
教
員
の
資
質
能
力

の
総
合
的
な
向
上
方
策
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
報
告
。
学
び
続
け

る
教
員
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
、
と
の
方
向
性
を
柱
に
し

て
お
り
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て

特
別
部
会
委
員
か
ら
異
論
は
な
か

っ
た
が
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。
こ
の
中
で
本
連
合
会
か
ら
特

別
部
会
委
員
に
参
加
し
て
い
る
吉

田
晋
会
長
は
、「（
改
革
案
で
）
私

立
学
校
は
ど
こ
ま
で
縛
ら
れ
る
の

か
は
っ
き
り
さ
せ
て
ほ
し
い
。
基

礎
免
許
保
有
者
が
、
修
士
レ
ベ
ル

化
の
た
め
に
係
る
費
用
や
学
校
側

の
負
担
を
考
え
た
ら
、
そ
う
し
た

こ
と
へ
の
予
算
措
置
も
大
事
。
基

礎
免
許
状
で
生
涯
、
教
員
を
務
め

る
の
は
だ
め
な
の
か
。
採
用
後
の

こ
と
を
文
書
で
明
確
に
し
て
ほ
し

い
」
と
要
望
し
た
。
文
部
科
学
省

は
基
礎
免
許
状
と
一
般
免
許
状
の

関
係
に
つ
い
て
、「
個
別
の
私
立

学
校
で
の
研
修
や
私
学
団
体
の
研

修
に
つ
い
て
、
基
礎
免
許
状
保
有

者
が
一
般
免
許
状
を
取
得
で
き
る

修
士
レ
ベ
ル
の
課
程
等
で
の
学
修

と
し
て
認
定
さ
れ
る
の
か
、
ま
だ

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
」
と
述
べ

た
。
ま
た
、
教
員
免
許
法
等
の
改

正
に
関
し
て
、
同
省
か
ら
明
確
な

回
答
は
な
か
っ
た
。
同
省
で
は
、

こ
の
日
の
委
員
の
指
摘
を
受
け
、

同
報
告
を
一
部
修
正
の
後
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
に
入

り
、
そ
の
後
、
提
言
内
容
を
第
二

次
教
育
振
興
基
本
計
画
に
盛
り
込

む
こ
と
に
し
て
い
る
。

春
の
勲
章
・
褒
章
受
章
者
決
ま
る

政
府
は
四
月
二
十
九
日
付
で
、

平
成
二
十
四
年
春
の
叙
勲
お
よ
び

褒
章
を
発
令
し
た
。
私
立
中
学
高

校
関
係
の
受
章
者
は
次
の
各
氏
。

（
旭
日
中
綬
章
）
▽
安
達
元
成

・
元
安
達
学
園
理
事
長
▽
北
古
賀

勝
幸
・
元
熊
本
学
園
理
事
長
▽
田

代
知
代
・
元
大
淀
学
園
理
事
長
▽

藤
渡
辰
信
・
元
拓
殖
大
学
理
事
長

（
旭
日
小
綬
章
）
▽
小
森
昭
彦

・
関
根
学
園
理
事
長
▽
新
藤
宣
夫

・
城
西
学
園
理
事
長
▽
原
田
三
代

治
・
第
一
原
田
学
園
理
事
長
▽
山


隆
晴
・
長
野
日
本
大
学
学
園
学

園
長

（
瑞
宝
小
綬
章
）
▽
井
口
茂
・

元
関
西
福
祉
科
学
大
学
高
校
長
▽

岩
本
宗
治
・
元
大
阪
電
気
通
信
大

学
高
校
長

（
藍
綬
褒
章
）
▽
石
井
亮
一
・

石
井
学
園
理
事
長
▽
中
尾
博
・
城

南
学
園
理
事
長
▽
野
口
秀
樹
・
明

照
学
園
理
事
長

中
央
教
育
審
議
会
の
初
等
中
等

教
育
分
科
会
高
等
学
校
教
育
部
会

の
第
七
回
会
合
が
四
月
十
六
日
、

文
部
科
学
省
内
で
開
か
れ
、
過
去

六
回
の
議
論
を
集
約
し
た
「
課
題

の
整
理
と
検
討
の
視
点
案
」
が
初

め
て
提
示
さ
れ
、
検
討
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
案
は
、
高
等
学
校
教
育

の
現
状
、今
後
の
施
策
の
方
向
性
、

高
等
学
校
教
育
の
質
保
証
、
各
種

の
振
興
方
策
（
検
討
事
項
例
）
か

ら
な
る
も
の
で
、
全
体
で
約
十
ペ

ー
ジ
。

そ
の
中
で
今
後
の
施
策
の
方
向

性
と
し
て
は
、
生
徒
が
修
得
す
べ

き
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
内

容
を
確
実
に
修
得
さ
せ
る
こ
と
を

通
じ
て
、
個
々
人
の
次
な
る
ス
テ

ッ
プ
に
向
け
て
能
力
等
を
高
め
て

い
く
こ
と
、
そ
の
際
、
最
低
限
修

得
さ
せ
る
内
容
の
検
討
、
高
校
教

育
に
類
型
（
例
え
ば
社
会
の
リ
ー

ダ
ー
層
を
育
成
す
る
学
校
、
芸
術

・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
特
別
な
才
能
を

伸
ば
す
学
校
な
ど
）
を
念
頭
に
置

い
た
施
策
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
を

提
案
し
て
い
る
が
、
類
型
化
の
導

入
に
つ
い
て
は
、「
違
和
感
が
あ

る
。
労
働
市
場
の
変
化
や
本
人
の

希
望
の
変
化
に
対
応
で
き
る
の

か
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
進
学
率
が
九
八
％
と
な
り

多
様
化
が
進
む
高
校
教
育
の
質
保

証
に
関
し
て
は
、
委
員
か
ら
「
修

得
主
義
に
立
ち
返
る
べ
き
だ
。
中

退
率
は
増
え
る
が
、
社
会
の
高
校

教
育
に
対
す
る
不
信
感
は
減
少
す

る
。
そ
の
中
で
教
育
者
は
い
か
に

中
退
率
を
下
げ
る
か
だ
」「
す
べ
て

の
生
徒
が
卒
業
で
き
て
い
い
。
履

修
主
義
で
い
い
。
た
だ
し
修
得
度

を
確
認
す
る
仕
組
み
が
必
要
」
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

次
回
五
月
十
八
日
の
会
合
で
再

度
、「
課
題
の
整
理
と
検
討
の
視

点
案
」
を
検
討
す
る
。

構
造
改
革
特
区
に
限
り
認
め
ら

れ
て
い
る
「
株
式
会
社
に
よ
る
学

校
設
置
事
業
」
の
特
例
措
置
の
存

廃
問
題
が
、
六
月
に
も
決
着
す
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

長
年
、
同
特
例
措
置
の
評
価
を

行
っ
て
き
た
政
府
の
構
造
改
革
特

別
区
域
推
進
本
部
の
評
価
・
調
査

委
員
会
が
よ
う
や
く
結
論
を
出
す

見
通
し
と
な
っ
た
も
の
で
、
平
成

十
六
年
度
に
初
め
て
株
式
会
社
立

校
が
開
校
し
て
以
降
、
株
式
会
社

立
大
学
院
が
閉
校
と
な
っ
た
り
、

一
部
の
学
校
が
学
校
法
人
化
し
た

り
、
株
式
会
社
立
広
域
通
信
制
高

校
の
教
育
・
運
営
上
の
問
題
が
文

部
科
学
省
の
調
査
で
確
認
さ
れ
る

な
ど
し
た
た
め
。

中教審教員の資質
能力向上特別部会

基
本
制
度
Ｗ
Ｇ
が

審
議
結
果
を
報
告

中教審初中分科会
高等学校教育部会

課
題
の
整
理
と
検
討

の
視
点
案
を
審
議

株
式
会
社
立
学
校
の

存
廃
６
月
に
決
着
へ
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各
種
研
修
会
・
講
習
参
加
申
込

受
付
中

私
立
学
校
専
門
研
修
会

教
育
政
策
課
題
ご
と
に
部
会
を

設
置
し
て
実
施
す
る
「
私
立
学
校

専
門
研
修
会
」
の
う
ち
、「
教
育

課
程
部
会
」
及
び
「
法
人
管
理
事

務
運
営
部
会
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
（
百
五
十
名
及
び
五
十

名
）。教

育
課
程
部
会
は
、
六
月
二
十

九
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ

ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
、「
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
と
各
大
学
の
動

向
」
を
研
究
の
ね
ら
い
と
し
、
私

立
中
学
高
等
学
校
の
管
理
教
員
を

始
め
教
育
課
程
編
成
等
担
当
者
を

対
象
に
実
施
す
る
。
研
修
の
主
な

内
容
は
、
中
川
武
夫
・
日
私
教
研

所
長
に
よ
る
「
私
立
中
学
高
等
学

校
教
育
に
関
わ
る
最
新
の
状
況
～

中
高
連
・
日
私
教
研
か
ら
の
報
告

～
」
と
題
し
た
報
告
、
柴
田
洋
三

郎
・
公
立
大
学
法
人
福
岡
県
立
大

学
理
事
長
・
学
長
（
前
独
立
行
政

法
人
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
研

究
統
括
官
）
に
よ
る
「
平
成
二
十

一
年
告
示
高
等
学
校
学
習
指
導
要

領
に
対
応
し
た
平
成
二
十
八
年
度

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
の

出
題
教
科
・
科
目
等
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
基
調
講
演
、
更
に
、
主

要
大
学（
東
北
大
学
、
明
治
大
学
、

京
都
大
学
、
立
命
館
大
学
）
の
入

試
担
当
者
よ
り
、
各
大
学
が
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
高
等
学
校
に
何
を
求
め

て
い
る
の
か
を
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
聞
く
。

法
人
管
理
事
務
運
営
部
会
は
、

八
月
九
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
、「
組

織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
を

め
ざ
し
て
～
学
校
組
織
の
効
率
化

と
人
材
育
成
・
財
務
分
析
～
」
を

研
究
の
ね
ら
い
と
し
、
私
立
中
学

高
等
学
校
及
び
学
校
法
人
の
管
理

事
務
職
員
を
対
象
に
実
施
す
る
。

研
修
の
主
な
内
容
は
、
杉
本
哲
哉

・
株
式
会
社
マ
ク
ロ
ミ
ル
代
表
取

締
役
会
長
兼
社
長
に
よ
る
「
私
学

が
果
た
す
べ
き
役
割
と
付
加
価

値
」
と
題
し
た
講
演
、
嘉
村
謙
一

郎
・
コ
ア
ネ
ッ
ト
教
育
総
合
研
究

所
第
二
研
究
室
長
に
よ
る
「
事
務

組
織
が
輝
け
ば
、
学
校
が
輝
く
！

～
経
営
者
や
教
員
に
頼
り
に
さ
れ

る
、
輝
く
事
務
組
織
の
創
り
方

～
」
と
題
し
た
講
演
、
更
に
、
家

坂
友
幸
・
日
本
私
立
学
校
振
興
・

共
済
事
業
団
・
私
学
経
営
情
報
セ

ン
タ
ー
・
私
学
情
報
室
副
主
幹
を

指
導
講
師
に
迎
え
「
財
務
管
理
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
財
務

分
析
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。

日
私
教
研
は
、
四
月
一
日
に
財

団
法
人
か
ら
一
般
財
団
法
人
に
移

行
し
、
吉
田
晋
理
事
長
（
代
表
理

事
）
の
も
と
、
實
吉
幹
夫
副
理
事

長
、
山
中
幸
平
副
理
事
長
、
中
川

武
夫
所
長
の
業
務
執
行
理
事
３
名

を
中
心
に
、
理
事
１２
名
、
監
事
３

名
、
評
議
員
１０
名
に
よ
る
新
体
制

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
三
月
十
三
日

に
は
財
団
法
人
と
し
て
最
終
の
第

百
九
回
理
事
会
・
第
九
十
九
回
評

議
員
会
を
私
学
会
館
で
開
催
し
、

平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
・
同

収
支
予
算
を
決
定
、
研
修
・
研
究

事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
・
発
展
を

図
る
と
と
も
に
、
広
報
事
業
を
充

実
・
強
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
通
し
て
関
係
方
面
へ
の
情
報
提

供
に
努
め
、
私
立
学
校
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
を
目
指
す
。

ま
た
平
成
二
十
五
年
度
の
創
立

五
十
周
年
に
向
け
て
記
念
事
業
準

備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
検
討
を

始
め
る
。

私

学

経

営

研

修

会

私
学
経
営
研
修
会
は
、
六
月
七

日
・
八
日
の
両
日
、
茨
城
県
水
戸

市
の
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

で
開
催
さ
れ
る
。「
明
日
へ
と
向

か
う
私
学
の
教
育
と
経
営
の
展
望

～
困
難
に
打
ち
克
つ
教
育
・
募
集

対
策
・
人
材
育
成
～
」
を
研
究
の

ね
ら
い
と
し
、
私
立
中
学
高
等
学

校
の
管
理
教
職
員
を
対
象
に
参
加

者
を
募
集
し
て
い
る
（
百
五
十

名
）。
研
修
の
主
な
内
容
は
、
初

日
に
地
元
を
代
表
す
る
企
業
経
営

者
の
高
野
英
一
・
タ
カ
ノ
フ
ー
ズ

株
式
会
社
取
締
役
会
長
に
よ
る

「『
自
分
づ
く
り

自
己
づ
く
り
』

と
経
営
」
と
題
し
た
基
調
講
演
、

吉
田
晋
・
中
高
連
会
長
の
「
最
近

の
教
育
政
策
と
私
学
情
勢
」
と
題

し
た
講
演
、
茨
城
県
、
中
高
連
及

び
日
私
教
研
か
ら
の
報
告
、
研
究

の
ね
ら
い
に
沿
っ
た
パ
ネ
ル
・
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
パ
ネ
リ
ス
ト

は
森
征
一
・
常
磐
大
学
・
常
磐
短

期
大
学
学
長
、
工
藤
誠
一
・
聖
光

学
院
中
学
高
等
学

校

理

事

長
・
校

長
、
野
原
明
・
教

育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
木
内
秀
樹
・
東
京
成

徳
大
学
中
学
高
等
学
校
校
長
）、

教
育
懇
談
会
を
実
施
す
る
。
二
日

目
は
、
初
日
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
け
て
の
意
見
交
換
会
（
グ
ル
ー

プ
討
議
・
全
体
会
）
及
び
学
校
視

察
（
茨
城
中
学
高
等
学
校
及
び
水

戸
女
子
高
等
学
校
の
コ
ー
ス
、
茨

城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
中
学
高
等
学

校
及
び
水
城
高
等
学
校
の
コ
ー

ス
）
を
実
施
す
る
。
な
お
、
日
私

教
研
で
は
本
研
修
会
の
開
催
を
通

じ
て
、
先
の
東
日
本
大
震
災
で
東

北
地
区
と
並
ん
で
被
害
が
甚
大
で

あ
っ
た
茨
城
県
の
私
立
学
校
の
復

興
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
く
。

教
員
免
許
状

更
新
講
習

夏
期
・
冬
期
（
東
日
本
・
西
日

本
、
必
修
・
選
択
）
で
各
四
回
、

養
護
教
諭
対
象
冬
期
講
習
（
選

択
）
の
全
九
回
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
受
講
申
込
受
付
中
。

私
立
学
校

初
任
者
研
修

地
区
別
�
五
月
下
旬
～
八
月
中

旬
、
中
高
校
１２
地
区
・
小
学
校（
東

日
本
・
西
日
本
）。
全
国
�
十
月

中
旬
（
神
戸
市
）
と
十
月
下
旬
（
船

橋
市
）。私

立
学
校
１０
年

経
験
者
研
修

全
国
�
小
中
高
対
象
、
東
日
本

・
西
日
本
で
夏
期
・
秋
期
、全
六
回
。

私
立
学
校
職
能

別
実
務
者
研
修

教
育
課
程
編
成
担
当
者
（
六
月

中
旬
、
東
日
本
・
西
日
本
）、
十

一
月
中
旬
に
東
日
本
・
西
日
本
、

全
四
回
。

�
月
�
日
・
一
般
財
団
法
人

日
本
私
学
教
育
研
究
所
ス
タ
ー
ト

日日
私私
教教
研研
だだ
よよ
りり

（８）平成２４年４月３０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１２１３号


